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（コード番号：9551 東証プライム） 

問 合 せ 先  経営企画室長 西村 新吾 
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第 2 回「ブルーボンド」発行に関するお知らせ 
 

当社は、国内市場において公募形式により、調達資金の全てが適格なブループロジェクトに充当される債

券である、ブルーボンド（第 2 回無担保社債）を 2025 年 2 月に発行する予定であり、本日 1 月 30 日（木）

に本発行に向けた社債の訂正発行登録書を関東財務局に提出しました。ブルーボンド発行は 2023 年 12 月に

続いて 2 回目となります。 
 
当社グループは、2022 年 4 月に「サステナビリティに関する基本方針」を制定し、地球温暖化等の環境課

題、人権問題等の社会課題および当社グループを取り巻く事業環境における課題等に対して、企業理念であ

る「続ける。続くために。」の実践を通じて、持続可能な環境・社会の実現に向けて取り組み、企業価値の

向上を目指しています。 
ブルーファイナンスによる資金調達は当社グループのサステナビリティ基本方針に合致するとともに、調

達資金を生かし重要課題の解決を促すことで社会のサステナビリティに貢献できるものと捉えています。 
なお、今回の調達資金は、国内外水処理事業者への投資・融資等に充当する予定です。 
 
 

1. 当社グループのサステナビリティ推進活動 ― 重要課題（マテリアリティ）への取り組み 
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2. ブルーボンドの概要 

発行年限 5 年（予定） 

発行額 金 100 億円（予定） 

発行時期 2025 年 2 月下旬（予定） 

主幹事証券会社 
みずほ証券株式会社、三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式

会社、大和証券株式会社、SMBC日興証券株式会社、野村證券

株式会社 

ストラクチャリング・エージェント*1 みずほ証券株式会社 

資金使途 

持続可能な水処理事業（投資・融資） 

 
 

3. ブルーファイナンス・フレームワーク及び第三者評価 
当社は、2023 年 10 月に国際資本市場協会（ICMA）が定めるグリーンボンド原則や A Practitioner's Guide 

for Bonds to Finance the Sustainable Blue Economy 等の要素について記載した「ブルーファイナンス・フ

レームワーク」*2 を策定し、ICMA の各種原則等との適合性に対するセカンド・パーティ・オピニオン*3 を

DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社より取得しています。 
本社債発行にあたり、報告セグメントの変更や中期経営計画 2027 の公表に伴い、ブルーファイナンス・

フレームワークの一部を改訂しています。 
 

*1 ストラクチャリング・エージェントとは、ブルーファイナンス・フレームワークの策定およびセカンド・

パーティ・オピニオン等の外部評価取得に関する助言等を通じて、ブルーファイナンスの実行支援を行う

者のことです。 
*2 当社のブルーファイナンス・フレームワーク 

https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/framework.pdf 
*3 DNV ビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社によるセカンド・パーティ・オピニオン 

https://www.metawater.co.jp/assets/documents/ir/bluebond/secondpartyopinion.pdf 
 
 
 

以上 
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